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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代の方言資料と古い文献資料の分析を通してスペインとフランス南部
のロマンス諸語における祖語ラテン語のU/V音の非・唇歯音化を再解釈することを目指す。その一環として、先
行研究の問題点を指摘し、またラテン語U/V音の変化とF音の変化を一つの問題として扱う必要性を明らかにし
た。また、ラテン語F音の保持と変化の解明と、言語接触に基づく「階層理論」の理論的問題の解消を試みた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to reinterpret the non-labiodentalization of the Latin U/V 
sounds in the Romance dialects of Spain and southern France through an analysis of contemporary 
dialectal sources and older literary sources. In this process, a reexamination of previous studies 
confirmed the need to study the change of Latin U/V and F as a single issue. Furthermore, an attempt
 was made to elucidate the maintenance and change of Latin F sounds and to resolve the theoretical 
problems of the "stratum theory" ("teoria estratistica” in Spanish) based on language contact.

研究分野：ロマンス語言語学

キーワード： ロマンス語　語源U/Vの非・唇歯音化　語源Fの保持と変化　通時音韻論　階層理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究は、スペインとフランス南部におけるロマンス諸語の部分的な比較に留まり、その原因を十分に検証
できていない。本研究は、当該地域のロマンス諸語全てを研究対象にすることで、ラテン語U/V音の非・唇歯音
化の原因を一体的かつ網羅的に追求する。新しい比較研究の観点から当該の原因を検討すると同時に、個々のロ
マンス諸語における先行研究の成果を統合する。また、異なる言語の言語資料を同一の方法論で分析するだけで
なく、近年に編纂された資料を用いることで新しい言語データを提供する。そのため本研究は、ラテン語からロ
マンス語への変遷に関する重要な基盤研究となり、ロマンス語の概説書等への貢献が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景  
 
 祖語ラテン語の U/V の発音が非・唇歯音化する言語現象はスペインのスペイン語ならびにア
ストゥリアス語、アラゴン語、ガリシア語と、フランス南部のガスコーニュ語に認められる。ラ
テン語 U/V 音の非・唇歯音化はそれらのロマンス諸語の起源に関わる問題とされ、なぜスペイ
ンとフランス南部のロマンス諸語に集中して当該の言語現象が生じたのかが議論される。その
主な説明として、地域固有の先ローマ期言語の影響、あるいは祖語ラテン語の方言的特徴を共通
の原因とする二つの説がこれまでに提示され、今日でも意見が対立している（Alonso 1962; Penny 
1972）。こうした状況の中、筆者は、別の言語現象である祖語ラテン語の F音の変化を研究した
結果、先ローマ期言語の影響はスペイン語とガスコーニュ語で認められるが、ほかのロマンス諸
語では議論の余地があることを明らかにした（Mishima 2020）。 
 しかしこれまで、スペインとフランス南部のロマンス諸語全てを包括する比較研究は行われ
ていない。そのため、ラテン語 U/V 音の非・唇歯音化の原因を検討するにあたり次の点が不明
なままである。 
（1）スペインとフランス南部のロマンス諸語のあいだにどのような類似点と相違点があるのか。 
（2）それぞれのロマンス語に個別の原因は存在しないのか。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、現代の方言資料と 8世紀から 15世紀の文献資料を基盤に、スペインとフラ
ンス南部のロマンス諸語に生じる祖語ラテン語の U/V 音の非・唇歯音化を比較研究の観点から
記述・考察することで、その言語現象の原因について新しい解釈を提示することである。そのた
めに次の三つを明らかにする。 
（1）それぞれのロマンス語におけるラテン語U/Vの通時的共時的な状態を明らかにする。 
（2）それらのロマンス諸語のあいだにある類似点と相違点を明らかにする。 
（3）それらの類似点と相違点が生じた原因を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
（1）現代の方言資料の分析 
 現代の方言資料を分析し、スペインおよびフランス南部を中心にラテン語語源の U/V の現在
の発音状況を明らかにする。そのためにまず、現地調査に基づく既存の資料を収集する。次に、
それらの資料から必要な言語データを抽出・整理し、各ロマンス語におけるラテン語 U/V の発
音状況を記述する。一部地域では両唇音と唇歯音の発音が共存すると報告されていることから、
発音の地理的分布が複雑であると予想される。それを解決するために、Adobe Illustrator を用い
て言語地図を作成し、異なる発音の地理的分布を視覚的に記述する。 
 
（2）古い文献資料の分析 
 8 世紀から 15 世紀の公証文書を中心とした文献資料を量的に分析することで、ラテン語文字
U/V の保持・揺れの状況を明らかにすると同時に、その発音状況を推定する。まず文献資料は、
スペインおよびフランスでの資料収集に加えて、刊行済みの文献編纂集とオンラインデータベ
ースを通じて集成する。次に、ラテン語文字 U/V と他の文字との混同に着目しつつ、分析対象
となる語全てを抜き出す。それぞれの語における文字の保持・揺れの事例数を割り出し、各言語
地域におけるそれらの年代的推移を表とグラフで記述する。 
 
（3）類似点と相違点の明確化と新しい解釈の提示 
 上記二つのデータを分析することで、ラテン語 U/V 音の非・唇歯音化を共有するロマンス諸
語の類似点と相違点を明らかにする。次に、本研究の知見とともにラテン語や先ローマ期言語、
言語変化理論に関する近年の研究動向を踏まえて、ラテン語 U/V 音の非・唇歯音化の原因に関
する既存の説明を再検討し、新しい解釈を提示する。 
 
４．研究成果 
 
（1）基層理論、傍層理論、上層理論は、接触する言語を「基層（言）語」、「傍層（言）語」、「上
層（言）語」に分類し、それらの相互的影響を論じることで言語変化の説明を試みる。これらの
理論は、共通して地理学の「層」を参考にしたものであるが、それぞれ異なる形で提唱されたた
めに一貫性に欠けていた。そこでそれらの理論を「階層理論」（スペイン語 teoría estratística 
[González Ollé 2008]）と呼称することで一つの理論として捉え、ロマンス語研究の観点から基層
語、傍層語、上層語の概念の統一を試みた。同時に、言語変化に基層理論を適用するための新し



い条件の提案を行った。従来の研究では、傍層語は 2つ以上の「言語」の社会的地位が同等であ
ることが分類の基準とされていたのに対して、基層語と上層語は「征服」という文脈のなかで「社
会グループ」の社会的地位が基準とされていた。これに対して筆者は、基層語、傍層語、上層語
の分類は一貫して「言語」の社会的地位を基準にして行うことを提案した。また、基層理論の適
用条件に関しては、基層語の影響が想定され得ない地域の言語に同一の言語変化が認められる
点に着目し、共通の祖語を持つ場合、問題となる言語変化の推定年代の違いが基層理論を適用す
るための条件の一つになりうることを主張した。本研究成果は、2023 年に論文として日本ロマ
ンス語学会が発行する学術雑誌『ロマンス語研究』の 56号に掲載された。 
 
（2）/f/が気音/h/になる変化はいくつかのロマンス語に認められ、それらの言語比較や形式音韻
論によって当該変化の音韻コンテクストは明らかになっていたが、/f/の保持のそれは十分に明ら
かになっていなかった（地域に応じて祖語ラテン語の F 音が唇歯音/f/であったか両唇音/φ/であ
ったかは議論されるが、一般的にラテン語で受け入れられている/f/を用いた）。そこで筆者は、
音声変化の音韻環境とその変化の地理的広がりに着目しつつ、/f/が/h/になっている複数のロマン
ス語を比較することで、/f/の保持傾向が強い音韻環境を明らかにした。また、これを明らかにす
ることによって、原初期のスペイン語地域では/f/の保持に地域差があり、/f/の保持の音韻状況は
現代スペイン語のそれと大きな違いがなかったことを主張した。本研究成果は、2023 年に論文
としてスペインのスペイン語史学会（Asociación de Historia de la Lengua Española）が発行する学
術雑誌 Revista de Historia de la Lengua Española（『スペイン語史』）の 18号に掲載された。 
 
（3）（2）で言及した/f/→/h/の変化を説明する際、それが共通の原因によって、あるいは固有の
原因によって生じたのかが議論されてきたが、それらのロマンス諸語を網羅した比較研究は行
われてこなかった。そこで筆者は、当該変化が認められるロマンス語全てを対象に通時的共時的
な視点から比較を行い、原因の検証を試みた。分析の結果として、スペイン語とガスコーニュ語
は先ローマ期言語の影響が認められるが、その言語は同一ではないこと、またそのほかのロマン
ス諸語では先ローマ期言語の影響は認められず、言語の内的要因によって変化が生じたことを
明らかにした。本研究成果は、Actas del XII Congreso Internacional de Historia de la Lengua Española
（『スペイン語史第 12回国際大会議事録』）で採択され掲載予定である。 
 
（4）今日のロマンス諸語の多くでは唇歯音/v/が発音されるのに対して、スペインとフランス南
部のロマンス諸語では両唇音/β/（または/b/）が広く一般化している（イベリア半島内ではポルト
ガル、カタルーニャ、バレンシアの一部地域に/v/が観察される。/β/はサルデーニャの中東部とイ
タリア南部にも認められる）。イベリア半島のロマンス諸語の/v/の不在に関しては様々な説明が
提唱されてきたが、先行研究では、当該地域のロマンス諸語全てを対象にした比較研究が行われ
ていない上に、/v/の不在と密接に関係する/f/の変化が十分に考慮されていなかった。そのため筆
者は、/f/→/h/の音変化研究（Mishima 2020）を基盤に、スペイン北部とフランス南西部のロマン
ス諸語における/v/の不在に関する先行研究を見直し、その問題点を明らかにした。また、ラテン
語からロマンス語への通時音韻論の観点から、唇歯音が両唇音になる現象を「両唇音化」
“bilabialization”（e.g. /v/→/β/）、両唇音が唇歯音になる現象を「唇歯音化」“labiodentalization”（e.g. 
/β/→/v/）と定義することに加え、両唇音が唇歯音化しない現象を「非・唇歯音化」“non-
labiodentalization”（e.g. /β/→/β/）とすることを提案した（“non-labiodentalization”の訳語が定まら
ず、科研費研究課題名などの一部では「非唇歯音化」と記載した）。本研究成果は、2023年 10月
に開催された日本イスパニヤ学会第 69回大会で報告した。 
 
（5）上記 4点に加えて、本研究期間中に完遂することはできなかったが、研究の基礎となる先
行研究の整理、言語資料の収集、資料の分析を一部終えたことも研究成果としたい。 
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